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絵本部会通信 9 号   2019 年令和元年 8 月 30 日  

第 40 回国際幼児教育学会は、ハワイ島ヒロにあるハワイ⼤学ハワイコミュニティカレッジとの共催で
した。⼤学と学会事務局間では成⽴までにさまざまな契約が交わされ、われわれ参加希望者も健康や個⼈
情報に関する契約書にサインし、⼊校の ID をもらいました。多⽂化共⽣には信頼を確認するまで、対話
が肝⼼なのだと、改めて思いました。 
 ⼤会テーマも直前に Multicultural Education：Putting it into Practice となり、⼤会の論集はペーパー
レス。ハワイ⼤学のホームページから個々⼈の関⼼のあるところをダウンロードするというのも、新鮮で
した。結論から申し上げると、こうした遅々とした進捗や不安を超え、充実した学びを実感なさった⽅が
少なくなかったのではないかと拝察します。ハワイ側の７つのワークショップは多⽂化共⽣の理念も実
践も共により深め、⼦どもたちの動きや表情が⽬に浮かぶような報告が多かったようです。 
 この通信９号はページ数を増やし、⾒学した施設と絵本部会のワークショップについて報告します。 

Tutu and Me Traveling Preschool と絵本 

 Tutu はハワイ語でおばあちゃん。〈おばあちゃんとわたし移動式プリスクール〉を⾒学しました。たっ
ぷりテニスコート 2 ⾯くらいある体育館の半分ほどに、ゴザが敷き詰められ、保護者⽤の椅⼦が丸く並
べられ、先⽣たちが座るベンチが⼀つ。その横に歌詞が書かれた紙をめくるスタンド。特⼤のゴザには⼈
形劇、おもちゃの打楽器やテープレコーダーがあるブース、数を数えて遊ぶところ、お⼈形さんごっこを
するところ、お絵かきコーナー、絵本を読むコーナー、そこにテントも。喜怒哀楽を漫画で表情を描いた
カードがあり保護者とお話を創るようなブース、積み⽊のコーナーでは塔やジグソーパズルのサンプル
も。テラスには⽔で遊べるところもありました。⼦どもの好奇⼼に添って遊びを選び、五感を働かせるの
と同時に知識への関⼼を促すブースといえるでしょう。各ブースには保護者⽤解説ボードがありました。 

時間になると、⾞でそれぞれ来場した保護者と 2 歳くらいの⼦どもたちがばらばらと⼊ってきます。
男性１⼈、⼥性 2 ⼈、アシスタント数名で進⾏。先ずベンチに座った男性が、ウクレレを奏で、名前を尋
ねます。次いで体を動かす歌。⾃分のあたまはどこ？かたは？ひざは？⾃分の体の部分を触って確認する
ように。週 2 回来ているせいか、場に親しんでいます。⺟⼦？⽗⼦？祖⺟と⼦？まさに多様。聞くとベビ
ーシッターに連れられてきている⼦もいるし、必ずしも⺟⼦が多いとは⾔えないと。Tutu と孫を想像し
ていたのですが、10 数組の⼤⼈と幼児のペアで、Tutu らしき⽅は 2 ⼈。命名になぜおばあちゃんとした
か。それこそ⼈間を〈全体〉で育てるというネイティブハワイアンの⼤切にしている⼤綱と関連がありそ
うです。「It takes a village to raise a child.」これは H.クリントンが⾃著のタイトルにしたアフリカの諺で
すが、ハワイ側のワークショップで複数回⽿にしました。 

30 分ほどで、⾃由におやつタイム。そのあともそれぞれ好きなところに⾏って、遊ぶ。保護者が⼦ど
もの⾏きたいところについていくスタイル。 

絵本がこの流れのなかでどのように登場したかというと、はじめと終わりに明確な意図が感じられる
選書がなされていました。2 歳児ぐらいの幼児に⾃分の体を知ることを歌に合わせて動きで楽しんだ後、
読まれたのは肌の⾊の〈違う〉⼦どもたちが登場する絵本で、最後のページにはアルミ箔状の鏡がついて
いるものでした。全体でする活動の最後は⽇本の⼦どもたちにも良く読まれているディビッドのシリー
ズ。いたずらっこの感情や、あるがままの⼦どもを受け⼊れる保護者の⼼情は〈同じ〉共感を呼ぶのでし
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ょうか。 
保育実践に絵本が明確に位置づけられていると印象に残りました。書架にある絵本でも〈ちがい〉も

〈同じ〉も共に感じるような選書を意識しているのではと感じました。⾃由な遊びの時間に、絵本のブー
スにはお客さんはいませんでしたが『I LIKE ME』と『EVERYONE POOPS』（『わたしとなかよし』と
『みんなうんち』）と⽇本でも親しまれている絵本を⾒つけました。 

援助団体が家庭向けに発⾏している A4 の「Tutu Times」の 6−8 ⽉号の冒頭は「⼦どもの夏の読書プ
ログラム」という地域図書館のポスターを説明。⽣活は規則正しくし就寝前の読書も重要なルーティーン
だという呼びかけも載っています。５つのトピックのうち２つが読書推奨。 
 移動式のプリスクールのおわりは、保護者総出で遊びのブースを⼤きな透明なコンテナに収納して、あ
っという間に体育館はからっぽになりました。 
 ご存知のようにアメリカには⽇本のような⽂部科学省や厚⽣労働省のように国で統括するところはな
く、多⽂化社会で幼児教育の質の向上を常に図っている全⽶組織として NAEYC があります。そこで作
成した DAP が⽬下改訂作業中のことがハワイ側のワークショップ９で報告されました。社会⽂化的状況
の関して⼤きな加筆が予測され、ハワイの『場』ではネイティブハワイアンの伝統的な価値観や家族や地
域の関わりを⺠族の⽂化を尊重する姿勢として注視していると、プログラムに紹介されています。 
 多⽂化理解教育が、論じる段階を越え、ICT で共⽣が瞬時に問われる現実の世界で、実践が⼀層重要に
なってきたことを実感しました。 
 
 写真は、図書コーナーですが、書架に収められた絵本は、当⽇の実践の内容とつながりがあり、左 
脇の保護者向けの説明には、視覚、聴覚、嗅覚、触覚、味覚の５つの感覚に⼦どもの意識が向くような 
絵本が選書されているという説明があります。幼いころから「⾃分とはなにか」に鋭敏であるような 
配慮がなされていると感じました。                       ⽂：宮地敏⼦ 
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『はらぺこあおむし』 と 自己発見 

・・・なぜ、『The Ｖｅｒｙ Hungry Caterpillar』は多くの言語に訳されたのか・・・ 
ハワイ島では、あおむしがはっぱを降りて、⾷べ物を探しに⾏く先に、カッサバ芋もあるそうです。 

⼦どもたちがこの芋が好きなので、絵本に出てくるものを変えて、共に楽しんで読んでいるとある保育者
は⾔いました。またハワイ側のワークショップで、英語が⺟語でない⼦どもに〈⼈形〉がどのような働き
をするかについて発表した Arakaki はエプロンシアターで「The Very Hungry Caterpillar」を演じました。
⾶び⽴つアゲハの迫⼒は、ハワイでも⼦どもたちに親しまれていることが⼗分分かりました。 

出版社の発表ですが、『はらぺこあおむし』は世界 65 ⾔語に訳されて、読書環境が整ったところの⼦
どもたちに歓迎されてきたようです。購読者数 5000 万⼈といいます。⽇本でも海外の作家の作品として
は最⼤で、今までに 500 万部出たミリオンセラーです。 

カールの絵本の特⻑としてまず挙げられるのは、コラージュという作画⽅法。⾊遣いの鮮明さと卓越し
たデザイン。次に「おもちゃと本のあいだ」を意識して、幼い⼦どもに遊びと知育を兼ねたものを⼿渡し
たいと考えたこと。ドイツ⼈の両親のもとニューヨークで⽣まれたカールは、⼩学 1 年の 6 ⽉にヒトラ
ーが台頭するドイツに移住し、適応に苦労します。家庭と学校にトラウマになるほど深い溝を感じたと⾔
います。家庭をおもちゃ、本を学校にたとえています。そこに橋を架けたいと思い続けてきたそうです。 

絵画や⼩さい⽣き物への愛は、⽗親の美意識や⾃然への愛に負っていると敬愛と尊敬の念を⾃伝には
記しています。 

さて、エリック・カールは、今年 90 歳になりましたが、展覧会⽤のポスターには【Very Eric Carle:    
A Very Hungry, Quiet, Lonely, Clumsy, Busy Exhibit】の⽂字だけが鮮やかに描かれているものがありま
す。この Very シリーズの題名は、⽇本語訳が以下の表のようになります。なお、この表では、カールが
それぞれに⼯夫した仕掛け、それから作品に込めたという思い、さらに原書出版年も併記してみました。 
   題   名   ⽇本語訳    仕掛け 〈思い〉   出版年 
The Very Hungry Caterpillar はらぺこあおむし ⽳あき、ページのサイズ 〈希望〉   1969 年 
The Very Busy Spider くもさんおへんじどうしたの？ 浮き上がる⽷ 〈真摯に働く〉1984 年 
The Very Quiet Cricket だんまりこおろぎ ⾳が出る 〈成⻑と愛〉 1990 年 
The Very Lonely Firefly さみしがりやのほたる 光る 〈仲間探し〉 1995 年 
The Very Clumsy Click Beetle パッチン！とんでコメツキくん      （2001 年⽇本刊・品切れ） 

⼦どもたちに⽀持されている理由を、この Very シリーズで考えてみると、どの絵本も字は少なく、お
もちゃのような⼯夫がなされています。⾷べ物の名前、動物や昆⾍の名前、光るものの名前など、⼦ども
たちが⽇常使う周りの語彙を積極的に取り⼊れています。そしていずれも主⼈公は⼩さな弱い⾍です。し
かも何らかの失敗や冒険を乗り越えてハッピーエンドになる簡潔なストーリー。読んでもらう⼦どもた
ちは⼩さな⾍に⾃分を重ね、ハラハラドキドキしながら課題を乗り越えていきます。例えば⾚ちゃんコオ
ロギは他の⾍に挨拶されても、挨拶を返したくても上⼿く⾳が出せません。落ち込みます。しかし、時が
経ち⼤きな蛾が⾳もなく⾶んでいく姿に、沈黙していてもいい⾃分を発⾒します。そして⼥の⼦の前で、
⾃分から挨拶したいと強く思い、⽻をこすり合わせると初めてよい⾳が出るのです。葉っぱが⾃分に合っ
た⾷べ物だと発⾒するあおむしは最後に美しいアゲハになりました。希望の絵本です。「あそぼうよ」と
再三誘われる蜘蛛は⼀⼼不乱に巣を作り続け、餌を⾃分で得ることができます。⼀⼈ぼっちの蛍は、仲間
を求めてさまよいますが、ランプもろうそくもヘッドライトも猫の光る眼も花⽕も、仲間ではありませ
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ん。最後に仲間たちに会えるまでに⻑い孤独な先の⾒えない旅が必要でした。 
 このように、⼦どもが成⻑するには、何らかの乗り越える試練があり、苦悩の中で⾃分を発⾒し、成⻑
するというドラマをカールはどの作品にも忍ばせています。 

Multicultural Education のめざすところは平和を創る⼈、共存を越えて共⽣する⼈、⾃ら⽣涯成⻑し続
ける⼈間の育成だとすると、カールの Very シリーズは、いずれも志が⾼く、⾃⼰肯定感を育て、⼦ども
たちの⾔葉にならない表現以前の「⼤きくなりたい」という無意識の魂と共鳴しているのかもしれませ
ん。世界の多くの⼦どもたちが、エリック・カールの作品に共感するのは、この普遍的な⼈間の成⻑そし
て⼈類の共⽣の希求に、無⼼に惹かれるからなのでしょうか。           ⽂責・宮地敏⼦ 

日本での『はらぺこあおむし』 

65 ⾔語に訳され世界で愛されている“THE VERY HUNGRY CATAPILAR” ですが、⽇本でも⼤⼈気で
す。通常の絵本版だけでも 400 万部に近い数が販売され、その他、ボードブック版をはじめ関連グッス
を挙げれば枚挙に暇がありません。⼭⽥担当部分では、なぜ⽇本でこれほど同書が⽇本で⼈気があるの
か、原著と⽇本語訳の⽐較を通して「⽂化と翻訳」について考え、⽇本での楽しみ⽅の⼀例（「読み⼿と
幼児が絵本を介してコミュニケーションをとる絵本読み」と「紙⽫シアター」）を紹介しました。 

『はらぺこあおむし』の⼤⼈気は、原作のもつ魅⼒はもちろんですが、同時にもりひさし（森⽐左志）
が⽇本語版を担当したことに因ると考えられます。森も同書の表紙に記載されている「もりひさし やく
（訳）」は適当な表記ではなく、「⽇本語担当」であると語っています。 

たとえば、書き出しの “In the light of the moon a little egg lay on a leaf.” を「⽉明かりの中、はっぱの
上に⼩さなたまごがありました。」ではなく、「『おや、はっぱのうえにちっちゃなたまご。』お⽉さまがそ
らからみていいました。」と森は⽇本語に置き換えます。その⾔い回しから、お⽉様がしゃべり、なんだ
かあおむしを⾒守っているような感じがする、という感想も聞かれます。また、りんご等を⾷べてもおな
かがいっぱいにならないシーンでは、英語版は“But he was still hungry.”でりんごも洋梨も⼀様の表現で
すが、⽇本語版は「おなかは ぺっこぺこ」の前に、「まだ」「やっぱり」「それでも」「まだまだ」が加わ
り躍動感たっぷりです。さらに、英語版では “On Monday he ate through one apple. But he was still 
hungry.” が続けて表側のページに書かれていますが、⽇本語版では「りんごを ひとつ みつけて た
べました。」は表側に、そして、「まだ、おなかは ぺっこぺこ。」という表現は、“ate through” した裏側
のりんご絵の下に⽂字が付されています。エリック・カールは “My books are half toy, half book.” と語
っていますが、森は “half toy” の部分を彼なりに発展させていると考えられます。 
 カールは⼩動物をよく観察していて、あおむしの⾷べ物が柑橘類の葉であること、あおむしは尺取り⾍
のような動き⽅をしないことを知った上で同書を制作しました。森は、絵本では 1 回も描かれていない
⺟親蝶の存在を感じ、「あおむしが⾃分の⾷べるべきものを探し、⾊々と試してみながらやっと⾃分の⼒
で⾷べるべき葉にたどり着き蝶になった」、換⾔すれば、「こどもの成⻑をずっと⾒守り、⾃分で⽣きる道
をみつけた時にそっと賞賛する⺟の愛情物語」だと⾔います。ところが、巷では「好き嫌いしないでいろ
いろなものをもりもり⾷べましょう」という⾷育に使ってみたり、あるいは、絵本の表紙のあおむしの姿
は試⾏錯誤の末⾃分の⾷べるべき葉を⾃⼒でみつけて得意になっている「得意のポーズ」であるのに、
DVD 版では歩く場⾯を尺取り⾍のような動きで表現したり、という誤⽤が氾濫しているというのが現状
です。 
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カールのいう「希望」の物語に加え、「⺟親蝶の愛の物語」であると森は解釈し、⽇本⽂化の中での感
性に働きかける⽇本語表現を付しました。原作者の描きたかった世界（普遍性）を⼤切にしながら、それ
ぞれの⽂化の中でそれぞれの⽂化に合った翻訳⽂化を考えるのも楽しいのではないでしょうか。 

⽂責・⼭⽥千明 

アート・ワークショップ『The Very Easy Butterfly』 

…六角返しでアゲハ蝶の未来の物語を創り、語る… 
（１）まず、千代紙を対⾓線に折り、半分の姿の蝶を描き、はさみで切ります。 
広げるとちょうちょになるようにしてください。そう、ハート♡を折り紙で作る要領です。 
（２）次はすこし難しいです。５，6 歳でも、コツがわかるまでは保育者のサポートは必要です。 
折り紙で、六⾓返しを作ったことがありますか？英語でも検索可能です。Origami Hexaflexagon のネッ
ト検索、お薦めです。 

六⾓返しは江⼾時代からある折り紙で、からくりおもちゃのように親しまれてきたものだと聞いてい
たので、英語版のサイトには驚きました。 
（３）『はらぺこあおむし』は蛹から美しいアゲハ蝶に⽻化します。⾃由を得て、どこに⾶んでいくので
しょう。六⾓返しでできた 3 つの場⾯に、アゲハになってからのあおむしの未来の物語を創作して、絵
を描き、それを動かしながら語ってみませんか。（３の１）お話を考えて、（３の２）場⾯３つを⽔性ペン
で描き分け、（３の３）六⾓返しを⼿品の様に動かす練習ができたら（３の４）隣の⼈に、初めに作った
アゲハをひらひら⾶ばしてもらって、ストーリーを語って披露してください。（３の５）終ったら、役割
を交替します。隣の⼈のあげはちょうを⾶ばして、ストーリーを聴く番です。 
 
会場で運営ボランティアをしていたアロハシャツの留学⽣は、①富⼠の国から⾶⾏機に乗って、②マウナ
ケアそびえるハワイに来て③雄⼤な海を⾒るというストーリーを 3 つの場⾯に描きました。六⾓返しを
上⼿に変化させるのにつれて、最初に彼が切り抜いた千代紙の蝶を、場⾯に添って、ひらひら動かしたの
はハワイ⼤の先⽣。何しろ太平洋を越えるのですから、お⼆⼈、席を⽴って熱演して拍⼿を浴びました。 
 
『はらぺこあおむし』から発展する⼦どもたちの遊びは、あおむしを飼育したり、⾷育を考えるきっかけ
にしたり、絵画や⼯作に取り⼊れたり、劇遊びをしたり、ダンスや歌を楽しんだりと、これまでも多様な
報告がされてきました。 
 

エリック・カールが「希望」を込めたとする物語。ちっぽけな⾍が、⾃分を育てる⽣きる⼒となる 
ミカン科の葉っぱ、⺟が産み付けた地味な葉っぱでしたが、それを⾃ら発⾒し、ふとっちょになり、 
さなぎになって眠り、やがて美しく変⾝しました。はばたく未来を、想像し創造するこんな遊びも 
⼦どもたちと楽しんでいただけたら嬉しいです。 

 
素晴らしい作品をお作りになったご参加のみなさま、どうもありがとうございました。 

Dr. N. Saito、Miyuki Yatsuya Dix、ご助⾔ご協⼒ありがとうございました。 
ワークショップ担当：上⽥智⼦・⼭⽥千明・松本由美 


